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☆教育目標☆  主体的に考え行動し、未来を拓く児童生徒の育成 

　Ｅ-mail nan-gaku@nanmoku.ne.jp  

☆☆ なんもく学園　開校 ☆☆  

　 ４ 月 ８ 日 （ 月 ）、 真 新 し い 校 舎 の 多

目的ホールにおいて、『なんもく学園』

開 校 式を 挙 行 いた しま した 。 すで にご

案 内 のと お り 、こ の『 なん も く学 園』

の 開 校 は 、「 旧 南 牧 小 学 校 と 旧 南 牧 中

学 校 が統 合 し 生ま れ変 わっ た 義務 教育
．．．．

学 校 とし て の 新た なス ター ト 」と いう
．．

位 置 付け に な りま す。 また 、 義務 教育

学 校 の 創 立 は 、 群 馬 県 内 で は 4校 目 、

西 毛 地区 で は 初と いう こと も あり 、各

方面から注目されていますが、それに加え、

「 新 し い 時 代 の 学 び を 実 現 す る 学 校 施 設 の

姿 (※ )」 になっ た点で も、非 常に高 い関心 を

集めています。 

　 開 校 式 の 中 で は 、 児 童 生 徒 代 表 と し て 生

徒 会 長 の 飯 塚 慎 之 介 さ ん が 、「 新 し い こ と に

挑 戦 し 、 新 た な 文 化 の 土 台 を 築 き 上 げ て い

きます」と力強い決意を述べてくれました。

そ の 思 い を し っ か り 支 え 、 20人 の 子 供 た ち

と共に歩んでまいります。 

　多くの方々のご理解とご支援がなければ、開校は実現しなかったと思います。これ

まで本校の開校に携わってくださった皆様への感謝を忘れずに、職員一丸となって子

供たちのよりよい成長のために努めてまいります。今後とも、今までと変わらぬご支

援とご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

※ 学 校 は 、 教 室 と 廊 下 そ れ 以 外 の 諸 室 で 構 成 さ れ て い る も の と い う 固 定 観 念 か ら 脱 し 、「 学 校 施 設 全 体

を 学 びの 場 」と し て捉 え 直す 。 廊下 も 、階 段 も、 体 育館 も 、校 庭も、 あら ゆる 空間が 学び の場 であり 、

教育の場、表現する場、心を育む場になる。【新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について】 

　　今年度のスローガン  

　始業式の中で、今年度のスローガンとして『共創（きょうそう）～みんなでやって

みよう～』を子供たちに示しました。「共」には「一緒に」という意味がありますが、

「子供と職員だけでなく、保護者・地域の皆様、関係諸機関の方々等、学校に関わる

全 て の 人 た ち み ん な で 一 緒 に 力 を 合 わ せ て 進 ん で い く 」 と い う 思 い を 込 め ま し た 。
．．．

「 創」に は、「新たな 環境を 大きな チャン スと捉 え、チ ャレン ジ精神 で創り始める。

そのために、皆で知恵を出し合い、とにかくやってみる」という思いを込めました。 
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（文責：校長　太刀川雄一）



　　


